
コロナ禍におけるがん検診の
実施について

京都府健康福祉部健康対策課

令和３年３月８日（月）令和２年度京都府生活習慣病検診等管理指導協議会

資料２
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市町村がん検診実施状況＜胃・大腸・肺＞

種別
検診実施
市町村数

R2年度検診実施有無 当初計画の実際との比較

その他
実施あり 実施なし 変更なし

変更（回数・
期間はほぼ同

様）

変更（回数・
期間を減

少）・中止

胃がん
（集団・胃X線） 25 24 1 10 7 8 1自治体が完全中止

久御山町は別途個別で実施

胃がん
（内視鏡） 3 3 0 0 0 3

大腸がん
（集団） 21 19 2 10 6 5

2自治体が完全中止
大腸がん
（個別） 16 16 0 11 1 4

肺がん
（胸部X線） 26 25 1 12 9 5

1自治体が完全中止
肺がん
（喀痰） 26 25 1 13 8 5
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R2.12月京都府健康対策課調べ



市町村がん検診実施状況＜乳・子宮＞

種別
検診実施
市町村数

R2年度検診実施有無 当初計画の実際との比較

その他
実施あり 実施なし 変更なし

変更（回数・
期間はほぼ同

様）

変更（回数・
期間を減

少）・中止

乳がん
（集団） 20 18 2 8 4 8

1自治体が当初より実施予定
なし（隔年実施のため）乳がん

（個別） 22 22 0 14 0 8

子宮頸がん
（集団） 14 13 1 6 3 5

全自治体がどちらかの方法
で実施子宮頸がん

（個別） 25 25 0 18 1 6
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R2.12月京都府健康対策課調べ



令和２年度がん検診実施状況＜検診受診機会＞

○胃がん検診（胃部エックス線検査）は、１自治体で、受診機会がなかった。また、3分の1の

自治体で受診機会が減少した。

○大腸がん検診は、集団検診のみ実施の２自治体で、受診機会がなかった。一方、実施できた

自治体の約3分の2は、変更はあったものの当初の予定通りの受診機会が確保できた。

○肺がん検診は、１自治体で受診機会がなかった。一方、実施できた自治体では、多くが当初の

予定通りの受診機会が確保できた。

○乳がん検診は、当初予定していた自治体全てで受診機会を確保できた。一方、約3分の2の

自治体では当初の予定通りの受診機会が確保できたが、回数や期間を縮小した自治体が約３分

の1あった。

○子宮頸がん検診は、全自治体が受診機会を確保できた。
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三密対策・飛沫接触防止対策

三密対策 飛沫・接触防止対策

事前予約制
１回あたり
予約人数を
縮小

待合スペー
スの拡大

パーテー
ションの利
用

マスク着用
手指消毒剤
の設置

検査着の貸
し出し中止

筆記用具の
消毒

椅子や机の
消毒

実施した 25 21 22 16 25 25 24 20 23

実施して
ない 0 3 1 9 0 0 1 5 2

わからな
い・空欄 1 2 3 1 1 1 1 1 1

※検診自体を実施していない自治体は「分からない・空欄」に含まれる。
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R2.12月京都府健康対策課調べ



三密対策・接触飛沫防止対策の実際１

〈三密対策〉

◯事前予約制

肺がん検診は当日受付を可能としていたが、完全予約制に変更した。

予約時間を細かく設定し、密にならないように工夫した。

◯１回あたり予約人数を縮小

細く予約時間を設定。空いている時間に誘導した。

検診日を増やし、検診１回あたり人数を制限したが、全体の数は減らさない工夫をした。

◯待合スペースの拡大

椅子と椅子の間隔を空けるようにした。

これまで使っていない部屋を使用し、待合スペースを確保した。

間隔の確保の他、換気を良くした。
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三密対策・接触飛沫防止対策の実際２

〈接触飛沫防止対策〉

◯パーテーションの利用・・・アクリル板、ビニールカーテンの使用

◯マスク着用・・・事前にマスク着用を案内、忘れた人にはマスクを提供、

啓発グッズとしてマスクを配布

◯手指消毒剤の設置・・・体調確認後に必ず手指消毒をするよう依頼した

◯検査着の貸し出しを中止・・・検査着のほかバスタオルの貸し出しを中止、乳がん検診

では、持参するように事前に周知した

◯筆記用具の消毒・・・クリップペンシルや受診啓発グッズとしてボールペンを配布した

◯椅子や机の消毒・・・定期的に実施した
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受診勧奨の縮小・感染対策の事前周知

受診勧奨 感染対策の事前周知

個別通知を控
えた

チラシ・ポス
ターを控えた

ホームページ
掲載を控えた

個別に通知
ホームページ
に掲載

チラシ・ポス
ターに掲載

会場内に掲示

実施した 10 7 3 26 17 15 20

実施してな
い 16 19 23 0 9 11 6

わからな
い・空欄 ０ 0 0 ０ ０ 0 ０
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※検診自体を実施していない自治体は「分からない・空欄」に含まれる。 R2.12月京都府健康対策課調べ



受診勧奨の縮小・感染対策の事前周知の実際１

〈受診勧奨の縮小〉

◯個別通知を控えた・・・当初予定していた受診勧奨を控えた

◯チラシ・ポスターを控えた

◯ホームページ掲載を控えた

感染対策をしっかり行い、受診勧奨は控えず、当初予定通り受診勧奨を

実施したという意見が多数あった
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受診勧奨の縮小・感染対策の事前周知の実際２

〈感染対策の事前周知〉

◯個別に通知した

マスク着用、手指消毒の協力等、事前に注意事項を掲載した文書を送付した

問診票を事前に送付し、受診日に自宅で記載してくるよう依頼した

◯ホームページ上に掲載

流行状況により中止の可能性があることを掲載

◯チラシ・ポスターに掲載

チラシを全個配布した、防災無線で定期的に呼びかけた

◯会場内に張り紙をした

厚生労働省のポスターを掲示、ソーシャルディスタンスや感染防止対策について掲示した
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体調確認・スタッフの感染対策

体調確認 スタッフの感染対策

検温の実施
体調確認
（紙面）

体調確認
（口頭）

スタッフの
検温

手指消毒剤
の設置

マスクの着
用

手袋の着用
フェイス
シールドの
着用

実施した 25 15 22 23 25 25 17 14

実施してな
い 0 9 3 2 0 0 8 11

わからな
い・空欄 1 2 1 1 1 1 1 1
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※検診自体を実施していない自治体は「分からない・空欄」に含まれる。 R2.12月京都府健康対策課調べ



体調確認・スタッフの感染対策の実際

〈体調確認〉

◯検温の実施

自宅での検温の依頼、サーモグラフィの利用、非接触型体温計を使用

◯体調確認の実施

問診票と一緒に体調確認を紙面にて確認、検温時に口頭で確認

〈スタッフの感染対策〉

◯検温の実施

検診の出動に関わらず出勤前に全員が実施、委託業者のスタッフにも依頼

◯マスク、手指消毒剤の利用・・・全員が当たり前に実施

◯手袋・フェイスシールドの利用

手袋は大腸がん検診の検体回収で使用、フェイスシールドは暑さのため体調不良者が出た
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その他の感染対策

◯換気の徹底

◯座る方向を一方向に

◯道順を一方通行にして受診者がすれ違わないよう工夫

◯土曜や日曜祝日等に検診を実施し受診者を分散させてた

◯接触確認アプリ（cocoa、こことろ等）の案内を掲示

◯金銭授受でトレイを利用

◯検診者内の人数を制限

◯スリッパを利用せず受診者に靴を持ち歩いてもらう

◯問診票を事前に送付し、当日持参ではなく受診前に返信用封筒にて返送してもらう

◯事前に検診受診意向を確認し希望者のみ個別勧奨を実施

◯30分間隔ではなく２0分間隔にすることで三密を防止した

各自治体の素晴らしい工夫が満載でした！
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R2.12月京都府健康対策課調べ



☆実際の様子☆感染症対策を実施しながらの検診

飛沫防止対策を実施した
受付

間隔を開けた待ちスペース
の確保

検温・消毒の実施 啓発グッズにマスクや
ペンを配布

これ以上の検診控えが起きないよう
各自治体の工夫を共有して

安心して検診が受診できる体制作りを☆
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WEB申込（京都府電子申請サービス）

○夜間申込の増加

行政窓口が開所していない時間帯に申込が可能

○若年層だけでなく働き盛り層の申込が増加

乳がん、子宮頸がんで子育て世代の申込が増加

また、50代の働き盛りの世代の申込が増加

※６０代以上の申込数もあり

○申込時のメールアドレスの利用

申込後の手続き案内だけでなく、他の検診や

健康教育等を勧奨（※事前に了解を得られた場合のみ）
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福知山市職員の
オリジナルイラスト活用

市民男女別のデザインでＷＥ
Ｂ広告実施！

WEB公告モデル事業（R元年度：福知山市・宇治市）
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ターゲットを絞ったマンガによる乳がん検診啓発
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乳幼児健診での配布、保育所・幼稚
園での配架、乳幼児健診や住民票発
行窓口でのデジタルサイネージによ
る啓発、ホームページ上での啓発等
を検討中！



ターゲットを絞ったマンガによる子宮頸がん検診啓発
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成人式での配布、大学での配架、
ホームページへの掲載等、
ターゲットを絞った周知方法を検討
中



受診率向上対策＜職域と連携した取り組み＞

・声かけ運動（金融機関・生命保険会社等での市町村がん検診等チラシ配架）
・がんセミナーの開催（企業向け出前講座） など
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受診率向上対策＜受診環境整備＞

○休日総合がん検診支援事業

R１年度：９市町村

R２年度：６市町村

○乳がん検診管外受診制度

R１年度：１６市町村

R２年度：１５市町村

○コンビニ駐車場を活用したがん検診事業

R１年度：３市町村

R２年度：３市町村

○WEB申込み環境整備事業（モデル事業）

R１年度：２市町村

その他、京都府電子申請システムは、
無料で利用できます!
御希望の場合は、お気軽に御相談ください！
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市町村等職員支援＜人材育成＞

○がん検診従事者研修会

H30年度 ７９名（行政・職域がん検診・特定健診担当者等）

R１年度 ８０名（行政・職域がん検診・特定健診担当者等）

○胃がん検診（胃内視鏡検査）従事者研修会

H29年度から開始。京都府医師会委託事業。

胃内視鏡検診の導入に向け、実施方法、精度管理等についても

網羅されている

○細胞診に係る従事者研修会

京都府細胞学会委託事業、

医師、細胞診専門医、細胞検査技師、臨床検査技師等対象

山本先生、溝田先生に
「京都府がん検診受診率向上対
策事業スーパーバイザー」

をおつとめいただいています！
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☆実践例☆肺がん検診と肝炎ウイルス検査の同時実施

○長岡京市肺がん検診と肝炎ウイルス検査を同時に実施

キーワードは、

「ついでに」「予約なしで」「その場で」「無料で」

○肺がん検診問診時に、肝炎ウイルス検査の案内を積極的に実施

→ほぼ全員が肝炎ウイルス検査を希望

○市が配布するチラシを見て、問い合わせが増加

→市町村が配布するチラシの反響が大きい

○筆記用具を使い回さず、ボールペンでがん検診啓発を実施

→感染症対策をしっかりしながらちゃっかり啓発も
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今後について

◯様々な感染対策を府内市町村で共有

今回の調査結果を自治体で共有

良い感染症対策を取り入れてより安全安心な検診を実施

◯各自治体での感染症対策を医療機関や検診機関へ情報提供

医療機関や検診機関のスタッフに知っていただくことで、

安心してがん検診を進めてもらえるように

◯府民が安心して検診を受診できるよう府民に対し周知徹底

これ以上の検診受診控えを起こさないよう、各自治体の感染症対策を周知し

安心して検診が受診できるよう、市町村と一緒に取り組みを進めていきます
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